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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の工程：
　（ａ）以下の式：

　［上式中、
塩基は上で定義される通りであり、保護基はベンゾイルであり；
Ｒ３とＲ５はそれぞれ独立にテトラヒドロピラニル、メチル、エチル、ベンジル、ベンゾ
イル、ｐ－メトキシベンジル、ベンジルオキシメチル、フェノキシメチル、メトキシメチ
ル、エトキシメチル、メシル、トシル、トリフルオロアセチル、又はトリクロロアセチル
である］
のヌクレオシド中間体を三フッ化ジエチルアミノ硫黄又は三フッ化ビス（２－アミノエチ
ル）アミノ硫黄と反応させ、以下の式：
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のフッ素化中間体を得る工程と、
　（ｂ）以下の式：

の中間体を得るために三ハロゲン化ホウ素で処理することによって、
工程（ａ）の生成物のＲ３とＲ５基を脱保護する工程と、
　（ｃ）所望のヌクレオシドを得るために工程（ｂ）の生成物を鹸化させる工程とを含む
、
以下の式：

　［上式中、
　塩基が

　であり、
　ここで、Ｒ２とＲ４は独立してＨ、ＯＨ、ＮＨ２又はＯＲ’であり；
　ＺはＨであり；
　Ｒ’はＣ１－Ｃ１２の直鎖、分岐、又は環式アルキルで置換されていてもよく；
　ＹはＮ又はＣＨである］
の２’－デオキシ－２’－フルオロ－２’－Ｃ－メチル－β－Ｄ－リボフラノシルヌクレ
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オシドの調製方法。
【請求項２】
　工程（ｂ）の三ハロゲン化ホウ素が三フッ化ホウ素、三塩化ホウ素、三臭化ホウ素又は
三ヨウ化ホウ素から選択される、請求項１の方法。
【請求項３】
　工程（ｃ）の鹸化がアルコール中の金属アルコラートを用いてなされる、請求項１の方
法。
【請求項４】
　アルコール中の金属アルコラートがメタノール中のナトリウムメトキシドである、請求
項３の方法。
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